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製品を米国 /カナダで購入した場合 : 

!
http://www.schwinnfitness.com/manualsで提供される取扱説明書をよくお読みになり、 
十分に理解して頂いた上で本機器をご使用ください。

PCをお持ちでない、またはオンラインアクセスができないために説明書のハードコピーが必要な場合は、(800) 605-3369 (Nautilus) まで
お問い合わせいただければ、ご用意いたします。いずれの場合も、最初に使用する前に、取扱説明書をよく読み、十分に理解しておいて
ください。

製品を米国 /カナダ以外で購入した場合 : 

!
 www.nautilusinternational.comまたはwww.nautilus.cnで提供される取扱説明書をよく
お読みになり、十分に理解して頂いた上で本機器をご使用ください。

クイックスタートマニュアル 

安全に関する重要な注意事項 

保証サポートを有効にするには、購入証明書の原本を保管し、以下の情報を記録してください。

シリアル番号 __________________________

購入日 __________________________

製品を米国 /カナダで購入した場合 : 製品保証の登録は、www.schwinnfitness.com/registerから行うか、1 (800) 605–3369までお電話ください。

製品を米国 /カナダ以外で購入した場合 : 製品保証の登録については、お近くの販売店までお問い合わせください。

製品保証に関するご質問、またはお使いの製品についてご不明な点やお困りの点がございましたら、お近くの販売店までお問い合わせください。 
www.nautilusinternational.comから、お近くの販売店を検索できます。

電気器具を使用する際は、以下を含む、基本的な事前注意事項に必ず従ってください。

このアイコンは、回避しなければ、死亡または重傷事故を引き起こす可能性のある危険な状態を示します。

必ず次の警告事項に従ってください。

本機器に関するすべての警告をよく読み、十分に理解しておいてください。

!
組立についての指示をよく読み、十分に理解しておいてください。説明書をよく読み、十分に理解しておいてください。
今後、必要に応じて参照できるよう、説明書を保管しておいてください。

!
感電の危険、監視外での機器の使用のリスクを軽減するため、使用後やお手入れ前は、必ず機器の電源をコンセント
から抜いてください。

! 火傷、感電の危険、またはけがを防ぐため、本取扱説明書をよく読み、十分に理解しておいてください。これらの指

示に従わない場合、深刻かつ致命的な感電またはその他の重傷事故を招く可能性があります。

•  製品の組み立て中は、第三者やお子様が近づかないようにしてください。
• 指示があるまで、機器に電源を投入しないでください。
• 機器の電源が入っている場合は、決して放置しないでください。機器を使用していない場合や部品の取り付けまたは取り外しの前には、電源をコンセン
トから抜いてください。
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• 使用前は、必ず、機器の電源コードに損傷がないか、部品に緩みや摩耗がないかを確認してください。そのような状態の場合は、機器を使用しないで
ください。製品を米国またはカナダで購入した場合、修理に関する情報は、カスタマーサービスまでお問い合わせください。製品を米国またはカナダ
以外で購入した場合、修理に関する情報は、お近くの販売店までお問い合わせください。 

• トレッドミルの安全な操作に影響を及ぼす可能性がある、またはご自身にけがの危険をもたらす可能性がある健康状態の方による使用は意図していま
せん。

• 機器の開口部に物を落としたり、入れたりしないでください。
• 本トレッドミルの空気口が塞がっている場合は、絶対に使用しないでください。空気口には糸くず、毛髪などがないようにしてください。
• 本機器を屋外、水気のある場所、湿気の多い場所で組み立てないでください。
• 人の通る場所や周囲に人のいる場所は避け、必ず適切な作業スペースを確保してから組み立てを行ってください。
• 機器の部品の一部は、非常に重く、動かしにくい場合があります。そのような部品を含む組立手順は二人で行ってください。重い部品の持ち上げ、ま

たは動かしにくい部品の移動は、単独で行わないでください。
• 本機器は、硬くて平らな面に設置してください。
• 本機器の設計または機能に変更を加えることはできません。変更を加えた場合、本機器の安全性を損なう可能性があり、保証は無効となります。
• 交換部品が必要な場合は、必ず Nautilusの純正交換部品およびハードウェアを使用してください。純正交換部品を使用しない場合、ユーザーに対する

リスクが発生し、機器の正常な動作を妨げ、保証が無効となる可能性があります。
• 説明書に従い、機器が完全に組み立てられ、適切な動作が確認されるまで使用しないでください。
• 本機器を本説明書に記載された使用目的以外に使用しないでください。メーカーが推奨する付属品以外は使用しないでください。
• 指示された順序で組み立てを行ってください。不適切な組み立ては、負傷または不適切な動作を引き起こす可能性があります。
• 本機器は、必ず適切な接地極付コンセントに接続してください (「接地に関する注意事項」または「アース (接地 ) に関する注意事項」を参照 )。
• 電源コードを熱源や高温面のそばに置かないでください。
• エアゾール製品が使用されている場所で使用しないでください。 
• 電源を切るには、すべてのコントロールをオフの位置に戻し、プラグをコンセントから抜いてください。
• シリコン潤滑剤は食用ではありません。お子様の手の届かない場所に保管してください。安全な場所に保管してください。

• これらの指示は保管してください。
本機器を使用する前に、必ず次の警告事項に従ってください。

説明書をよく読み、十分に理解しておいてください。今後、必要に応じて参照できるよう、説明書を保管しておいてください。

本機器に関するすべての警告をよく読み、十分に理解しておいてください。警告ラベルがはがれかかっている、判読できない、または貼り付けられてい
ない場合は、ラベルを交換してください。製品を米国またはカナダで購入した場合、交換用ラベルについては、カスタマーサービスまでお問い合わせく
ださい。製品を米国またはカナダ以外で購入した場合、交換用ラベルについては、お近くの販売店までお問い合わせください。

!
感電の危険、監視外での機器の使用のリスクを減らすため、お手入れ、保守管理または修理の前は、必ず、壁コンセ
ントと機器から電源コードを抜き、5分ほど待機してください。電源コードは、安全な場所に保管してください。

• お子様が本機器の上に乗ったり、近づいたりしないようにしてください。可動部品および機器の機能によっては、お子様にとって危険である場合があり
ます。

• 14歳未満のお子様による使用を意図していません。

• エクササイズプログラムを開始する前に医師にご相談ください。胸に痛みまたは圧迫感がある場合、息切れまたはめまいを感じる場合は、エクササイ
ズを中止してください。次に機器を使用する前に、医師の診察を受けてください。機器のコンピューターが計算または測定した値は、参照値として使
用してください。

• 使用前に、必ず、本機器の電源コード、電源コンセントに損傷がないか、部品に緩みや摩耗がないかを確認してください。そのような状態の場合は、
機器を使用しないでください。製品を米国またはカナダで購入した場合、修理に関する情報は、カスタマーサービスまでお問い合わせください。製品
を米国またはカナダ以外で購入した場合、修理に関する情報は、お近くの販売店までお問い合わせください。

• 本機器には、必ず付属の電源ユニットまたは Nautilus, Inc.の交換用電源ユニットを使用してください。

• 最大体重制限 : 125kg (275ポンド )。体重制限を超過している場合は使用しないでください。

• 本機器は家庭用です。機器を商業環境または施設環境に設置したり、そのような環境で使用したりしないでください。これらの環境には、ジム、企業、
職場、クラブ、フィットネスセンター、および会員、顧客、従業員または関係者などが使用する機器を所有する公共または民間団体が含まれます。

• ゆったりとした衣服またはアクセサリーは着用しないでください。本機器には可動部品が含まれます。エクササイズ機器の可動部品に指または異物を
入れないでください。

•  本機器を使用する際は、必ず、ゴム底の運動靴を着用してください。裸足または靴下のみを着用して、本機器を使用しないでください。

• 本機器の設置および操作は、硬くて平らな面で行ってください。

• 機器の乗り降りの際はご注意ください。歩行ベルトで歩行を開始する前に、付属のフットサポートプラットフォームを使用して、安定性を確保してください。

• 機器の始動時またはワークアウト終了時はフットサポートプラットフォームの上に立ち、けがを防いでください。稼動中の歩行ベルトの上に立ったまま、
ユニット (または機器 ) の後方から出て、機器を降りないでください。

• 機器の修理点検を行う前に、すべての電源を切ってください。

• 本機器を屋外、湿気の多い場所、水気のある場所で動作させないでください。 

• 機器の両側には少なくとも 0.5m (19.7インチ ) のスペースを確保し、機器の後方には 2m (79インチ ) のスペースを確保してください。これは、機器への
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アクセス、機器周辺の移動、および緊急時に機器から降りるために推奨される安全な距離です。機器の使用中は、第三者がこのスペースに入らないよ
うにしてください。

• エクササイズ中は無理をしないようにしてください。本説明書に示された方法で機器を操作してください。

• 取扱説明書で推奨されるすべての定期保守手順を実施してください。

• 使用前に、「緊急停止手順」をよく読み、十分に理解した上で、手順を試してください。

• 歩行ベルトは、清潔かつ乾燥した状態に保ってください。

• 機器の開口部に物を落としたり、入れたりしないでください。

• 機器のモーターカバーの上、または前部のトリムカバーの上に立たないでください。

• 電源コードを熱源や高温面のそばに置かないでください。

• 本機器は、必ず、適切かつ専用の電気回路に接続してください。回路に他の製品を接続しないでください。

• 電源コードは、必ず、他の負荷が接続されていない、15A 110V ACまたは 10A 220～ 240V AC に対応できる回路に接続してください。

• 本機器は、必ず適切な接地極付コンセントまたはアース端子付きコンセントに接続してください。詳しくは、電気技術者にご相談ください。

• エアゾール製品が使用されている場所で使用しないでください。

• 電子制御装置に液体がかからないようにしてください。液体がかかった場合、制御装置を使用する前に、必ず認定技術者による制御装置の安全性の
点検および試験を受けてください。

• 危険電圧の可能性および可動部品があるため、機器のモーターカバーまたはリアローラーカバーを取り外さないでください。コンポーネントは、認定サー
ビス担当者、または Nautilus, Inc.が提供する修理手順に従う場合にのみ修理が可能です。

• 機器を使用する場所の電気配線は、適用される地域および地方の要件に従ってください。

• 本機器でエクササイズを行うには、コーディネーションとバランスが必要です。ワークアウト中はベルトの速度とデッキの傾斜角が変化する可能性があ
ることを予測し、バランスを失い、負傷することを防ぐために十分に注意してください。

• 機器の電源が入っている場合は、決して放置しないでください。機器を使用していない場合や部品の取り付けまたは取り外しの前には、電源をコンセ
ントから抜いてください。

• 本機器を本説明書に記載された使用目的以外に使用しないでください。メーカーが推奨する付属品以外は使用しないでください。

• 本機器は、安全の責任者による監視または機器の使用についての指導がない場合は、肉体的、感覚的、または精神的な能力が低下している方、また
は知識が不足している方による使用は対象としていません。14歳未満のお子様が、本機器に近づかないようご注意ください。

• お子様が本機器で遊ばないよう、しっかりと管理を行ってください。

• 機器のコンピューターが計算または測定した値は、参照値として使用してください。表示される心拍数は近似値であり、参照値として使用してください。
過度のエクササイズは、重傷事故や死亡につながる恐れがあります。めまいを感じた場合は、ただちにエクササイズを中止してください。

• これらの指示は保管してください。

FCCコンプライアンス

!
コンプライアンスに責任を負う関係者により、明示的に承認されていない変更または改造を本機器に加えた場合、ユーザーは機器を操作する権利を失
うことがあります。

本機器および電源は、FCC規則パート 15に適合しています。本機器は、以下の 2つの条件に従って動作します。(1) 本機器は有害な干渉を発生しないこと。(2) 
本機器は望ましくない動作を引き起こす可能性のある干渉を含め、受信した干渉を必ず受け入れること。

注 :   本機器および電源は、FCC規則パート 15に従い、クラス Bデジタル装置の制限事項に適合することが試験で証明されています。これらの制限事項は、
住宅へ設置した場合に、有害な干渉に対し十分な保護を提供することを目的としています。本機器は、無線周波エネルギーを生成、使用し、それらを
放射する可能性があるため、取扱説明書に従わずに設置および使用した場合、無線通信に有害な干渉を生じることがあります。

ただし、説明書に従った場合であっても、干渉が絶対に生じないことを保証するものではありません。本機器が、ラジオやテレビの受信に有害な干渉を引
き起こす (機器の電源のオン /オフを切り替えて確認できます ) 場合は、以下のいずれか 1つまたは複数の方法をお試しいただき、干渉を修正することをお
すすめします。

•  受信アンテナの方向を変更するか、設置場所を変更する。
•  機器と受信機の距離を離す。
•  受信機が接続されているコンセントとは別の回線を使用するコンセントに機器のプラグを接続する。
•  販売店またはラジオやテレビの専門技術者に相談する。
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接地に関する注意事項  (120V AC用 )
本製品には接地を施す必要があります。万一、誤作動または故障が発生した場合、接地により、抵抗の小さい電流の逃げ道が確保されるため、感電の危
険を軽減できます。本製品には、機器接地線および接地プラグ付きの電源コードが装備されています。プラグは、地域の規制および条例に従って正しく取り
付けられ、接地が施されたコンセントに挿してください。

!
機器接地線が正しく接続されていない場合、感電の危険性があります。製品に適切に接地が施されているかどうか判
断がつかない場合は、有資格の電気技術者または修理サービス担当者にご相談ください。製品付属のプラグを改造し
ないでください。コンセントに適合しない場合は、有資格の電気技師に適切なコンセントの取り付けを依頼してください。

GFI (漏電遮断 ) コンセントまたは AFI (アーク故障遮断 ) コンセントに機器を接続すると、機器の操作によって回路のトリップが発生する可能性があります。
本機器は、下図に示すような接地プラグを備えた、公称電圧 120Vの回路で使用してください。適切な接地極付きコンセントを使用できない場合は、図のよ
うなアダプタを一時的に使用して、本プラグを図のような 2極レセプタクルに接続することができます。

一時的なアダプタの使用は、有資格の電気技師によって適切な接地極付きコンセントが取り付けられるまでです。接地ねじ用のタブは、適切な接地極付き
コンセントボックスのカバーのような永久的な接地に接続してください。アダプタを使用する場合は、必ず金属ねじで適切な位置に固定してください。

金属ねじ

接地ねじ用タブ

アダプタ

接地極付き
コンセントボ
ックス

接地極付き
コンセント

接地ピン

アース (接地 ) に関する注意事項   (220～ 240V AC用 )

本製品には電気的なアースを施す必要があります。誤作動が発生した場合に、適切なアースにより、感電の危険性を軽減します。電源コードはアース線を
備えています。正しく取り付けられ、アースを施された適切なコンセントに接続してください。

!
電気配線は、適用される地域および地方の規格および要件に適合していなければなりません。アース線が正しく接続さ
れていない場合、感電の危険性があります。機器に適切にアースが施されているかどうか判断がつかない場合は、有
資格の電気技術者にご相談ください。機器のプラグを取り換えないでください。コンセントの形状に合わない場合は、
有資格の電気技術者に適切なコンセントの取り付けを依頼してください。

RCBO (過電流保護付漏電遮断器 ) コンセントに機器を接続すると、機器の操作によって回路のトリップが発生する可能性があります。機器を保護するために、
サージ保護装置 (SPD) のご使用をおすすめします。

!
サ ージ 保 護 装 置 (SPD) を使 用 する場 合 は、 本 機 器 の 電 力 定 格 (220 ～ 240V AC) と一 致していることを確 認してください。 
他の電化製品または電子機器を、本機器と組み合わせてサージ保護装置 (SPD) に接続しないでください。

製品は、必ずプラグと同じ構造のコンセントに接続してください。本製品に付属の適切なアダプタを使用してください。

緊急停止手順
トレッドミルマシンには、安全キーが付いており、重傷事故を防ぐだけでなく、お子様が本機器で遊んで負傷することを防ぎます。安全キーがキーポートに
正しく挿されていない場合、ベルトは動作しません。

! ワークアウト中は、必ず安全キーのクリップを衣服に装着してください。

機器を使用する際は、緊急時以外安全キーを抜かないでください。機器の動作中にキーが抜かれると、機器は急停止し、バランスを失い、負傷する
可能性があります。

機器を安全に保管し、監視外での機器の操作を防ぐために、必ず安全キーを抜き、電源コードを壁コンセントとAC電源から抜いてください。電源コー
ドは、安全な場所に保管してください。

安全キーに問題がある場合は、コンソールに [+ SAFETY KEY (安全キー )」と表示されますので、安全キーを挿してください。安全キーが抜かれると、トレッ
ドミルマシンはワークアウトを開始しません。または、実行中のワークアウトを終了し、消去します。安全キーを点検し、コンソールに適切に挿されているこ
とを確認してください。
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仕様 

所要電力 :   120V   220V
 動作電圧 :   110-127V AC, 60Hz  220V～ 240V AC, 50/60Hz
 動作電流 :  15A   8A

最大体重制限 :     125kg (275ポンド ) 
機器の総表面積 (フットプリント ):    15,848cm2

最大傾斜時のデッキ高さ :   40cm (15.8インチ )
機器重量 :    70.3kg (155ポンド )

騒音放出 : 無負荷時で 70db以下。負荷時の騒音は、無負荷時よりも大きくなります。

本製品をごみとして廃棄しないでください。本製品は再資源化されます。本製品を適切に廃棄するために、認可された廃棄物処理センターの所
定の方法に従ってください。 

90.3 cm
(35.6”)

175.5 cm
(69.1”)

100.3 cm
(39.5”)

144 cm
(56.7”)

153 cm
(60.2”)

3.76 m ( 148.1” )

1.9 m
( 74.9” )

2m
( 79” )

0.5 m
( 19.7” )

0.5 m
( 19.7” )

175.5 cm (69.1”)

90.3 cm 
(35.6”)

機械の高さ : 144 cm (56.7”)

シリアル番号 そして製品仕様
(レールアセンブリの下)

注意
けがの危険性 - けがを防ぐために、歩行ベルトの乗り降りの際は十分に注意してください。ご
使用の前に、取扱説明書をお読みください。 

警告！
•  本機器の使用中に注意が守られない場合、重傷事故または死亡につながる恐れがありま
す。 

•  お 子 様 や ペ ッ ト が 近 づ か な い よ う に し て く だ
さい。 

•  本機器に関するすべての警告をよく読み、十分に理解しておいてください。 
•  追加の警告および安全に関する情報については、取扱説明書を参照してください。 
•  表示される心拍数は近似値であり、参照値として使用してください。 
•  14歳未満のお子様による使用を意図していません。
•  本機器の最大体重制限は 125kg (275ポンド ) です。
•  消費者専用。
•  エクササイズ機器を使用する前に医師にご相談ください。
•  使用中でない場合は安全キーを取り外し、子供の手の届かない場所に保管してください。

(ラベルは、英語およびカナダフランス語での対応となります。)

警告！
小さなお子様が本機器に近づかないようにして
ください。可動面に接触すると、重度の擦過傷
を負う可能性があります。

(本ラベルは、510Tマシンのみ、英語および中
国語での対応となります。)

警告！
危険電圧
- 接触すると感電またはやけどの恐れがありま
す。
-  修理点検を行う前に、電源を切り、ロックアウ
トしてください。

警告！
-  可動部品により、押しつぶされたり、切断さ
れたりする可能性があります。

-  保護装置は所定の位置に配置してください。
-  修理点検を行う前に、電源をロックアウトして
ください。

(これらのラベルは、810マシンでは英語、カ
ナダダフランス語、510Tマシンでは英語、カナ
ダフランス語、中国語での対応となります。)

折り返し寸法：

組立前に 
機器を設置し、使用する場所を選択します。安全に操作を行うために、設置場所は硬く、平らでなければなりません。最小 212.3cm x 376.2cm (83.6インチ x 
148.1インチ ) のワークアウトエリアが必要です。ユーザーの身長および機器の最大傾斜時の高さを考慮し、使用するワークアウトスペースに十分な高さのク
リアランスがあることを確認してください。

マシン用マット
Schwinn™マシン用マットは、ワークアウトエリアの確保に役立ち、床に保護層を追加する別売の付属品です。ゴム製のマシン用マットは、滑り止め効果のあ
るゴム製の表面により、静電放電を抑え、表示エラーの可能性を軽減します。可能であれば、組み立てを開始する前に、ワークアウトエリアに Schwinn™マ
シン用マットを敷くことをおすすめします。

別売のマシン用マットのご注文については、カスタマーサービス (製品を米国またはカナダで購入した場合 ) またはお近くの販売店 (製品を米国またはカナ
ダ以外で購入した場合 ) までお問い合わせください。  
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ツール
同梱     

項目 数量 種類 項目 数量 種類

A 8 六角穴付きボタンボルト M8 x 1.25 x 85 E 4 六角穴付きボタンボルト M8 x 1.25 x 16

B 10 平座金 M8 F 2 セルフタッピンねじ M3.9 x 13

C 12 止め座金 M8 G 6 プラスねじ M4 x 0.7 x 12

D 2 波形座金 M8

  注 : ハードウェアの一部は、スペアとしてハードウェアカードに提供されています。機器を正しく組み立てた後に、ハードウェアが余る場合があるこ
とにご留意ください。

#2
6mm

6mm

A B DC E F G

!
図のように、ベース組立品が適切なワークスペースに表を上にした状態で配置されるまで、出荷用のストラップを切
断しないでください。 

組立 
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1

手順 1. 
ベース組立品の出荷用ストラップを切ります。トレッドミルの周囲、トレッドミル上、トレッドミルの上方向に安全なクリアランスが確保されていることを
確認してください。滑り落ちる物やトレッドミルを広げる際に妨げになる物がないようにしてください。持ち上げられたデッキの高さに適した高さのクリア
ランスを確保してください。
歩行ベルト後方の下側にあるサポートバーを使用して、歩行デッキを完全に持ち上げ、油圧式リフトを固定します。油圧式リフトは、必ず所定の位置に
固定してください。油圧式リフトがロック位置に切り替わると、クリック音 (カチッという音 ) が聞こえます。

適切な安全対策を行い、適切な持ち上げ方をしてください。膝と肘を曲げ、背中はまっすぐにしたまま、両腕で均等な力で引き上げてください。ロッ
ク機構が作動するまで、ご自身に、歩行デッキを持ち上げることができる体力があるかを確かめておいてください。必要であれば二人で行ってください。

歩行ベルトまたはリアローラーを使用してトレッドミルを持ち上げないでください。これらの部品は所定の位置に固定するものではないため、急に動
く可能性があります。けがまたは機器の破損を招く可能性があります。

  ロック機構が作動していることを確認してください。歩行デッキを慎重に後ろに引き、動かないことを確認してください。トレッドミルのロックが作動して
いない場合に備えて、可動範囲には近づかないようにしてください。

折りたたんだトレッドミルに寄りかからないようにしてください。不安定になったり、落下したりする可能性があるため、
物を置かないでください。

項目 数量 種類

1 1 ベース組立品
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2

3

A

B C

X8

手順 2. 
注:   ケーブルは折り曲げないでください。指示があるまで、ハードウェアを完全に締め付けないでください。歩行デッキを、機器の前方に向かって
軽く前に押してください。ロッキングチューブが解除されるまで、左足で油圧式リフトの上部を前に向かって軽く押すと、歩行デッキを機器の
後部に向かって軽く引くことができます。歩行デッキの後部を持ったまま、機器の脇に移動します。 

歩行デッキの可動範囲に入らないようにしてください。

油圧式リフトにより、ゆっくりと下降するようになっています。2/3程度の位置に移動するまで、歩行デッキはしっかりと持っておいてください。必ず適切な
持ち上げ方 (膝を曲げ、背中はまっすぐにしたまま ) で行ってください。動きの最後の部分では、歩行デッキはすばやく下降する場合があります。

項目 数量 種類 項目 数量 種類

2 1 アップライト (左) 3 1 アップライト (右)
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D
C

E
C E

B

X2
X2

6mm

6mm

4

56

*

*

手順 3. 
注:   ケーブルは折り曲げないでください。コンソールのフックがアップライトの切り込み部に挿し込まれていることを確認してください。*まず、前部
のハードウェアから取り付けてください。トレイの端がコンソールフェイスとぴったり重なるようにしてください。

項目 数量 種類 項目 数量 種類 項目 数量 種類

4 1 コンソール組立品 5 1 トレイ (右) 6 1 トレイ (左)
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10

8*

9

7*

14

13

12

11

X2

#2
G

X2

F
#2

#2 G

X2

G

手順 4.  ここまでの手順のすべてのハードウェアを完全に締め付ける 

手順 5. 
 注記 :   *まず、内側のハンドルバーカバーから取り付けてください。組み立てを補助するために、部品には印が付いています。 

本機器は、必ず適切な接地極付コンセントに接続してください (「接地に関する注意事項」または「アース (接地 ) に関する注意事項」を参照 )。

項目 数量 種類 項目 数量 種類 項目 数量 種類

7 1 ハンドルバーカバー (左、内
側/L-R)

10 1 ハンドルバーカバー (左、外
側/L-L)

13 1 電源コード

8 1 ハンドルバーカバー (右、内
側/R-L)

11 1 ベースカバー (左) 14 1 安全キー

9 1 ハンドルバーカバー (右、外
側/R-R)

12 1 ベースカバー (右)
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手順 6. 
最終点検
機器を点検し、すべてのハードウェアがしっかりと締められていること、部品が適切に組み立てられていることを確認します。

本説明書の最初のページに設けられた欄に、必ずシリアル番号を記録してください。

取扱説明書に従い、機器が完全に組み立てられ、適切な動作が確認されるまで使用しないでください。

調節/操作

サポートバー

機器を移動および保管する

機器は、一人または二人以上で移動することができます。機器の移動の際はご注意ください。トレッドミルは、非常に重く、動かしにくい場合があります。
機器を動かすことができるだけの体力があることを確認しておいてください。必要であれば二人で行ってください。

1.  機器を移動する前に、歩行デッキを点検し、傾斜が「1」に設定されていることを確認してください。必要であれば、傾斜設定を「1」に調節してください。

デッキの傾斜を調節する前に、機器の下には何もない状態であることを確認してください。ワークアウトが終わるたびに、デッキの傾斜を完全に下げて
ください。

2.  安全キーを抜き、安全な場所に置いてください。

機器を使用していない場合は、安全キーを抜き、お子様の手の届かない場所に保管してください。

3.  必ず電源スイッチはオフにし、電源コードは抜いてください。

4.  トレッドミルを移動させる前に、折りたたんでください絶対に折りたたんでいない状態で動かさないでください。 

歩 行デッキを広げたままの機 器を動 かさないでください。 回 転 部 品または可 動 部 品は、 手や指を挟む可 能 性 があり、
人身事故につながる恐れがあります。

5.  トレッドミルの周囲、トレッドミル上、トレッドミルの上方向に安全なクリアランスが確保されていることを確認してください。トレッドミルを移動する前に、
必ず、すべてのドリンクボトル、メディアデバイス、または固定されていないものを機器から取り除いてください。

持ち上げられたデッキの高さに適した高さのクリアランスを確保してください。

6.  歩行ベルト後方の下側にあるサポートバーを使用して、歩行デッキを完全に持ち上げ、油圧式リフトを固定します。油圧式リフトは、必ず所定の位置に固
定してください。油圧式リフトがロック位置に切り替わると、クリック音 (カチッという音 ) が聞こえます。

適切な安全対策を行い、適切な持ち上げ方をしてください。膝と肘を曲げ、背中はまっすぐにしたまま、両腕で均等な力で引き上げてください。脚をまっ
すぐ伸ばして、持ち上げます。ロック機構が作動するまで、ご自身に、歩行デッキを持ち上げることができる体力があるかを確かめておいてください。
必要であれば二人で行ってください。

歩行ベルトまたはリアローラーを使用してトレッドミルを持ち上げないでください。これらの部品は所定の位置に固定するものではないため、急に動く可
能性があります。けがまたは機器の破損を招く可能性があります。
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7.  ロック機構が作動していることを確認してください。歩行デッキを慎重に後ろに引き、動かないことを確認してください。トレッドミルのロックが作動して
いない場合に備えて、可動範囲には近づかないようにしてください。

折りたたんだトレッドミルに寄りかからないようにしてください。 不安定になったり、 落下したりする可能性があるため、 
物を置かないでください。

折りたたんだ状態のトレッドミルの電源コードを接続したり、動作させたりしないでください。

8.トレッドミルの片側に立ちます。ベース組立品が動かないよう、足の前側で抑えます。サイドハンドレールを握り、
トレッドミルが移動用キャスター上で完全に安定するまで、ベース組立品を軸に慎重に後方に傾けます。機器を
傾けすぎないようご注意ください。トレッドミルをバランスの取れた位置で保持します。 

この手順では、トレッドミルの両側に 2人必要になる場合があります。トレッドミルは、非常に重く、動かし
にくい場合があります。機器を傾けることができるだけの体力があることを確認しておいてください。 

本機器を移動させる際は、必ず、完全に足を覆う靴を履いてください。裸足または靴下のみを着用して、
本機器を移動させないでください。

コンソールまたは持ち上げられた歩行デッキを使用して、トレッドミルを傾けたり、移動させたりしないでくだ
さい。けがまたは機器の破損を招く可能性があります。

持ち上げられた歩行デッキの可動範囲に入らないようにしてください。

9.サイドハンドレールとアップライトの前方を握り、トレッドミルを安全に目的の位置まで動かします。 

トレッドミルは、非常に重く、動かしにくい場合があります。機器を動かすことができるだけの体力がある
ことを確認しておいてください。 

機器は、不要な物や自由に動く妨げとなる可能性がある物がなく、清潔で、硬くて平らな面に設置してく
ださい。静電気の放電防止および床の保護用に、機器の下にゴム製マットを敷いてください。 

歩 行 デ ッ キ を 下 ろ す 際 は、 可 動 範 囲 に 物 を 置 か な い よ う に し て く だ 
さい。 

 注記 :   機器が他の物と接触しないよう、慎重に移動させてください。コンソールの動作が損なわれ
たり、トレッドミルまたは機器の周辺が損傷を受ける可能性があります。

10.ト レ ッ ド ミ ル を 安 全 に 目 的 の 位 置 に 下 ろ し ま す。 機 器 を 下 ろ す 前 に、 
十分なスペースがあることを確認してください。

11.  使用前に、本説明書の「機器を広げる」の手順を参照してください。

機器を広げる
1.  歩行デッキを下ろすための十分なスペースを確保してください。

機器の後方には少なくとも 79インチ (2m) のスペースを、機器の両側には 24インチ (0.6m) のスペースを確保してください。これは、機器へのアクセス、
機器周辺の移動、および緊急時に機器から降りるために推奨される安全な距離です。

機器は、不要な物や十分に片付いたワークアウトスペース
で自由に動く妨げとなる物がなく、清潔で、硬く、平らな
面に設置してください。静電気の放電防止および床の保
護用に、機器の下にゴム製マットを敷くことをおすすめし
ます。

ユーザーの身長およびデッキの最大傾斜時の高さを考慮
し、使用するワークアウトスペースに十分な高さのクリアラ
ンスがあることを確認してください。

2.  トレッドミルの上または周囲に、滑り落ちる物やトレッドミ
ルを広げる際に妨げになる物がないようにしてください。

3.  歩行デッキを、コンソールの方に向かって前に軽く押してく
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ださい。ロッキングチューブが解除されるまで、左足で油圧式リフトの上部を前に向かって軽く押すと、歩行デッキを引っ張ってコンソールから離すこ
とができます。歩行デッキの後部を持ったまま、機器の脇に移動します。 

歩行デッキの可動範囲に入らないようにしてください。

4.  油圧式リフトにより、ゆっくりと下降するようになっています。2/3程度の位置に移動するまで、歩行デッキはしっかりと持っておいてください。必ず適切
な持ち上げ方 (膝を曲げ、背中はまっすぐにしたまま ) で行ってください。動きの最後の部分では、歩行デッキはすばやく下降する場合があります。

機器を水平に配置する
ワークアウトエリアが平らでない場合、機器が水平になるよう調整する必要
があります。調整方法は以下のとおりです。

1.  機器をワークアウトエリアに設置します。

2.  水平調整脚が床と接するよう調整します。

水平調整脚が機器から外れる、またはねじが抜けるほどの高さまで調
整を行わないでください。けがまたは機器の破損を招く可能性があり
ます。

3.  機器が水平になるまで調整します。 

エクササイズを開始する前に、機器が水平かつ安定していることを確認して
ください。

トレッドミルベルト
お使いのトレッドミルには、長時間にわたり信頼できるサービスを提供するために設計された、耐久性のある、高品質の歩行ベルトが装備されています。
出荷時の梱包のまま、または組立後のいずれかの状態で長期間動かされていないトレッドミルの歩行ベルトは、開始時に大きな音を出すことがあります。
これは、ベルトが前後のローラーの曲線部分に馴染んでいないためです。これは比較的よくあるケースで、機器に問題があることを示すものではありません。
トレッドミルを使用していると、短期間で大きな音はしなくなります。この期間は、トレッドミルが設置されている環境の温度および湿度によって異なります。
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Bluetooth®アプリの接続状態のディスプレイ
コンソールがアプリとペアリングされると、Bluetooth®アプリが接続済みであることを示すディスプレイがオンになります。

その他のフィットネスアプリを使用してワークアウトを行う
本フィットネス機器には、Bluetooth®接続機能が組み込まれており、多くのデジタルパートナーとの連携が可能です。サポートされるパートナーの最新リストは、
ウェブサイト (www.nautilus.com/partners) をご覧ください。

USB充電
マシンには、デバイスの充電が可能な USBポートが装備されています。
USBポートに USBケーブル (別売 ) を取り付け、お使いのデバイスを USBケーブルのもう一端に取り付けます。USBポートから供給される電力は、デバイス
を動作させ、同時に充電を行うには十分ではない可能性があります。 
 注 :   USBポートは充電専用で、コンソールのスピーカーからオーディオを再生することはできません。

心拍数の遠隔モニタリング
心拍数のモニタリングは、エクササイズの強度の管理に最適な手段の一つです。接触型心拍数 (CHR) センサーが内蔵されており、コンソールに心拍信号を
送ります。また、コンソールは、4.5kHz～ 5.5kHzで動作するチェストストラップ型心拍送信機からのテレメトリー心拍 (HR) 信号を読み取ることができます。 

 注 :   チェストストラップ型心拍計は、暗号化されていない Polar Electroのものか、暗号化されていない POLAR®対応の機種を使用してください。(POLAR® 
OwnCode®など、暗号化された POLAR®のチェストストラップ型心拍計は本機器では使用できません。) 

ペースメーカーまたはその他の埋め込み型電子機器を使用している場合は、ワイヤレスチェストストラップまたはテレメトリー方式の心拍数モニターを使
用する前に、医師にご相談ください。

スピーカーおよびオーディオケーブル
機器のスピーカーからオーディオを再生するには、オーディオケーブルをお使いのデバイスとコンソールのオーディオケーブルポートに接続します。
コンソールをオンにすると、スピーカーを通してデバイスからオーディオを再生できます。音量はデバイスから調節できます。
 注 :   本機器は Bluetooth®に対応していますが、Bluetooth®接続でオーディオを受信したり、再生したりすることはできません。

着用するもの
ゴム底の運動靴を着用します。動きやすい、エクササイズに適したウェアが必要です。

エクササイズの頻度
エクササイズプログラムを開始する前に医師にご相談ください。胸に痛みまたは圧迫感がある場合、息切れまたはめまいを感じる場合は、エクササイズ
を中止してください。次に機器を使用する前に、医師の診察を受けてください。機器のコンピューターが計算または測定した値は、参照値として使用し
てください。コンソールに表示される心拍数は近似値であり、参照値として使用してください。

• 週に 3回、30分ずつ行う。

• あらかじめワークアウトスケジュールを作成し、それに従う。

• ワークアウトの前に、体の準備を整えるウォーミングアップを行うことを検討する。
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機器の使用を開始する

エクササイズプログラムを開始する前に医師にご相談ください。胸に痛みまたは圧迫感がある場合、息切れまたはめまいを感じる場合は、エクササイズ
を中止してください。次に機器を使用する前に、医師の診察を受けてください。機器のコンピューターが計算または測定した値は、参照値として使用し
てください。 

機器は、不要な物がなく、十分に片付いたワークアウトスペースで自由に動く妨げとなる物がない、清潔で、硬く、平らな面に設置してください。静電
気の放電防止および床の保護用に、機器の下にゴム製マットを敷くことをおすすめします。

ユーザーの身長およびデッキの最大傾斜時の高さを考慮し、使用するワークアウトスペースに十分な高さのクリアランスがあることを確認してください。

1.  ワークアウトエリアに置かれたフィットネス機器で、歩行ベルトを点検し、ベルトが中心に配置され、位置合わせされていることを確認してください。
必要であれば、本説明書の「保守管理」の節の「歩行ベルトの位置を合わせる」を参照してください。 

歩行ベルトの端が、両側のフットサポートレールの下にくるようにセットしてください。歩行ベルトの端が見える場合は、機器を操作しないでください。
端が見えなくなり、両側のフットサポートレールの下にくるまで、歩行ベルトを調節してください。「歩行ベルトの位置を合わせる」の手順を参照してくだ
さい。

  注 : 本機器は家庭用です。

2.  歩行ベルトの下に異物などがないか確認してください。機器の下は何もない状態にしておいてください。

3.  電源コードを接地極付またはアース端子付きの AC壁コンセントに挿してください。

電源コードやプラグを踏まないようにしてください。

  注 : 本機器は、適切に配線された接地極付またはアース端子付きコンセントに直接挿し込めるよう設計されています。

4.  ワイヤレスのチェストストラップ型心拍計を使用する場合は、心拍計の指示に従ってください。

5.  電源スイッチをオンにしてください。これで、機器に電源が供給されるようになります。

6.  歩行ベルトにまたがり、両脇のフットサポートプラットフォームの上に立ちます。安全キーをキーポートに挿し、安全キーのコードを衣服に装着します。

機器を乗り降りする際は、十分に注意してください。

機器の始動時またはワークアウト終了時は、フットサポートプラットフォームの上に立ち、けがを防いでください。稼動中の歩行ベルトの上に立ったまま、
ユニット (または機器 ) の後方から出て、機器を降りないでください。

  • 安全キーを点検し、コンソールに適切に挿し込まれていることを確認してください。  

  注 : 安全キーが挿されていない場合、歩行ベルトを起動する以外は、ユーザーはすべてのアクティビティーを行うことができます。コンソールに安全キー
の挿入を促すリマインダー ([SAFETY KEY (安全キー )]) が表示されます。 

  • ワークアウト中は、必ず安全キーのクリップを衣服に装着してください。

  • 緊急時は、安全キーを引き抜き、ベルトおよび傾斜のモーターの電源を切ってください。これにより、ベルトは即座に停止し (急停止しますのでご注
意ください )、ワークアウトは消去されます。[一時停止 /停止 ] ボタンを押して、ベルトを停止し、プログラムを一時停止します。

7.  [USER (ユーザー )] ボタンを押して、ワークアウトに希望するユーザーを選択します。

8.   ワークアウトが表示されるまで、[ワークアウトカテゴリ ] のボタンを押します。 

9.  [OK] ボタンを押して、ワークアウトを選択します。

10.  コンソールは、ワークアウトをカスタマイズするために、一連の質問をします。増加 () または減少 () ボタンを使用してワークアウト値を調節し、[OK] 
ボタンを押してそれぞれの値を確定します。

11.  コンソールに希望のワークアウトが表示されたら、[スタート ] ボタンを押します。 

12.  コンソールに [READY (準備はできましたか？)] プロンプトが表示されたら、[スタート ] ボタンを押します。歩行ベルトの速度が上がるにつれ、コンソー
ルに [RAMPING UP (上昇中 )] と表示されます。歩行ベルトに乗る際は十分にご注意ください。 

ベルトは 3秒間のビープ音カウントダウンの後に動き出します。
トレッドミルの乗降時、または傾斜や速度の変更時は、必ずハンドルバーを使用してください。
緊急時に機器から降りる際は、フロントまたはサイドのハンドルバーを握り、安全に両脇のフットサポートプラットフォームに乗ってください。歩行ベルト
を停止させ、慎重に機器から降りてください。

  注 : お使いのトレッドミルには、長時間にわたり信頼できるサービスを提供するために設計された、耐久性のある、高品質の歩行ベルトが装備されて
います。出荷時の梱包のまま、または組立後のいずれかの状態で長期間動かされていないトレッドミルの歩行ベルトは、開始時に大きな音を出すこと
があります。これは、ベルトが前後のローラーの曲線部分に馴染んでいないためです。これは比較的よくあるケースで、機器に問題があることを示す
ものではありません。トレッドミルを使用していると、短期間で大きな音はしなくなります。この期間は、トレッドミルが設置されている環境の温度およ
び湿度によって異なります。

パワーアップ / アイドルモード
コンソールが電源に接続された場合、電源スイッチがオンになった場合、または安全キーが適切に挿された場合、コンソールは [パワーアップ / アイドルモー
ド ] に切り替わります。
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注 :安全キーが挿されていない場合、歩行ベルトを起動する以外は、ユーザーはすべてのアクティビティーを行うことができます。コンソールに安全キー
の挿入を促すリマインダー ([SAFETY KEY (安全キー )]) が表示されます。安全キーを挿したら、選択されたワークアウトを開始するために、もう一度 [ス
タート ] ボタンを押してください。

自動シャットオフ (スリープモード )
コンソールに約 5分間何も入力されない場合は、自動的にシャットオフされます。スリープモード中は LCDディスプレイはオフになります。

電源を切るには、すべてのコントロールをオフの位置に戻し、プラグをコンセントから抜いてください。

クイックスタート (手動 ) プログラム
クイックスタート (手動 ) プログラムでは、情報を入力することなくワークアウトを開始することができます。 

[手動 ] ワークアウト中は、1つのカラムは 1分 52秒間を表します。アクティブカラムは、1分 52秒ごとに画面を横方向に移動します。ワークアウトを 30分
以上継続する場合、右端のカラムがアクティブカラムとして固定され、以前のカラムは画面外に押し出されます。

1. 両脇のフットサポートプラットフォームの上に立ちます。

2.  [USER (ユーザー )] ボタンを押して、適切なユーザープロファイルを選択します。ユーザープロファイルを設定していない場合は、データがカスタマイ
ズされていない (デフォルト値のみの ) ユーザープロファイルを選択することができます。

3. [MANUAL (手動 )] カテゴリのボタンを押します。 

4. [スタート ] ボタンを押して、手動プログラムを開始します。

注 : ワークアウトを開始するには、安全キーを挿し込む必要があります。安全キーが挿し込まれていない場合は、コンソールに [INSERT SAFETY KEY (安
全キーを挿してください )] と表示されます。歩行ベルトの速度が上がるにつれ、コンソールに [RAMPING UP (上昇中 )] と表示されます。

5.  傾斜または速度レベルを変更するには、適切な増加または減少ボタンを押します。時間は 00:00からカウントアップされます。

 注 : クイックスタートワークアウトの最大時間は 9時間 59分 59秒 (9:59:59) です。

6.  ワークアウトが終了したら、[一時停止 /停止 ] を押してワークアウトを一時停止します。[一時停止 /停止 ] をもう一度押すと、ワークアウトが終了します。

 注 : ワークアウト結果は、現在のユーザープロファイルに記録されます。

傾斜レベルを変更する
安全キーが挿し込まれている場合は、傾斜レベルの増加 () または減少 () ボタンを押して、いつでもデッキの
傾斜角度を変更できます。傾斜レベルをすばやく変更する場合は、希望する傾斜のプリセットボタンを押して、
次に傾斜の [ENTER (確定 )] ボタンを押します。デッキは、選択された傾斜レベルに調節されます。

注 : 傾斜のプリセットボタンを押したら、5秒以内に傾斜の [ENTER (確定 )] ボタンを押してください。

デッキを下げる前に、機器の下に何もないことを確認してください。ワークアウトが終わるたびに、デッキを
最も低い位置まで下げてください。 

本機器でエクササイズを行うには、コーディネーションとバランスが必要です。ワークアウト中はベルトの速
度とデッキの傾斜角が変化する可能性があることを予測し、バランスを失い、負傷することを防ぐために十
分に注意してください。

ユーザーの身長およびデッキを完全に傾斜させた場合の最大高さを考慮し、使用するワークアウトスペースに十
分な高さのクリアランスがあることを確認してください。 

速度レベルを変更する
速度レベルの増加 () または減少 () ボタンを押し、ワークアウトプログラムでいつでもベルトの速度を変更する
ことができます。速度レベルをすばやく変更したい場合は、希望する速度のプリセットボタンを押して、次に速度
の [ENTER (確定 )] ボタンを押します。歩行ベルトは希望する速度に調節されます。

注 : 速度のプリセットボタンを押したら、5秒以内に速度の [ENTER (確定 )] ボタンを押してください。

プロファイルプログラム
これらのプログラムは、ユーザーによって出される最高および最低速度に基づいてデッキ傾斜角とベルト速度が異なることを特徴とします。また、ユーザーは、
ワークアウト中いつでも傾斜および速度の値を手動で調節することができます。プロファイルプログラムは、[カテゴリ ] ボタン (MANUAL、GOALS、WEIGHT 
LOSS、INTERVALS、HEART RATEおよび CUSTOM) に分類されています。各プロファイルプログラムには、さまざまな種類のワークアウトを可能にする 16のセ
グメントがあります。

4

2

6

8

10
Max 100%

Anaerobic 80-90%

Aerobic 70-80%

Fat Burn 50-70%

Warm Up 50%

USER

PROGRAMS

MANUAL GOALS
WEIGHT

LOSS
INTERVALS

HEART
RATE

CUSTOM

HR ZONES

MANUAL            GOALS              WEIGHT LOSS             INTERVALS             HEART RATE              CUSTOM   

傾斜のプ
リセット
ボタン

傾斜の
確定ボ
タン
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プロファイルプログラムのワークアウト中、ワークアウトの次のセグメントが発生すると、コンソールはビープ音を鳴らします。セグメントの変更に伴う傾
斜および速度の変化に備えておいてください。

適切な [ワークアウトカテゴリ ] ボタンを押し、ワークアウトの種類を選択します。コンソールに、そのカテゴリ内の最初のプロファイルプログラムのワークア
ウトが表示されます。[ワークアウトカテゴリ ] ボタンを押して、ワークアウトのカテゴリから希望するプロファイルプログラムのワークアウトを選択します。

MANUAL (手動 ) ワークアウトプログラム
1.  [MANUAL (手動 )] カテゴリのボタンを押します。

2.  [OK] ボタンを押します。

3.  コンソールに [READY (準備はできましたか？)] プロンプトが表示されます。

4.  [スタート ] を押して、目標指向のワークアウトを開始します。 

GOALS (目標 ) ワークアウトプログラム
1.  [GOALS (目標 )] カテゴリのボタンを押します。

2.  [GOALS (目標 )] カテゴリのボタンを押して、希望するプロファイルプログラムのワークアウト (TIME、CALORIE、DISTANCE、1 MILE/1K、5 MILES/5K、10 
MILE/10K) を選択します。

3.  [OK] ボタンを押します。

4.  ユーザーオプションの増加 () または減少 () ボタンを押して、 ベルトの最高速度を調節し、[OK] ボタンを押します。値が承認されると、プロファイルプ
ログラムは、最高速度値がプロファイルプログラムの最高速度になるように調節します。

ワークアウト中、必要に応じて、ユーザーはベルトの速度を最高速度設定より上に直接調節することができます。

5. ユーザーオプションの増加  () または減少 () ボタンを使用して、ワークアウト目標値を調節し、[OK] ボタンを押します。

6.  コンソールに [READY (準備はできましたか？)] プロンプトが表示されます。

7.  [スタート ] を押して、目標指向のワークアウトを開始します。 

WEIGHT LOSS (減量 ) ワークアウトプログラム
1.  [WEIGHT LOSS (減量 )] カテゴリのボタンを押します。

2.  [WEIGHT LOSS ( 減 量 )] カ テ ゴ リ の ボ タ ン を 押 して、 希 望 す る プ ロ ファイ ル プ ロ グ ラ ム の ワ ー クア ウト を 選 択 し ま す。
FAT BURN 1、SPEED BURN、INCLINE BURN

3.  [OK] ボタンを押します。

4.  ユーザーオプションの増加 () または減少 () ボタンを押して、ベルトの最低速度を調節し、[OK] ボタンを押します。値が承認されると、プロファイル
プログラムは、最低速度値がプロファイルプログラムの最低速度になるように調節します。 

5.  ユーザーオプションの増加 () または減少 () ボタンを押して、 ベルトの最高速度を調節し、[OK] ボタンを押します。値が承認されると、プロファイルプ
ログラムは、最高速度値がプロファイルプログラムの最高速度になるように調節します。

ワークアウト中、必要に応じて、ユーザーはベルトの速度を最高速度設定より上に直接調節することができます。

6.  ユーザーオプションの増加  () または減少 () ボタンを使用して、目標の種類 (DISTANCE、TIMEまたは CALORIES)を選択し、[OK] ボタンを押します。

7.  ユーザーオプションの増加  () または減少 () ボタンを使用して、ワークアウト値を調節し、[OK] ボタンを押します。

8.  コンソールに [READY (準備はできましたか？)] プロンプトが表示されます。

9.  [スタート ] を押して、目標指向のワークアウトを開始します。 

INTERVALS (インターバル ) ワークアウトプログラム
1.  [INTERVALS (インターバル )] カテゴリのボタンを押します。

2.  [INTERVALS (インターバル )] カテゴリのボタンを押して、希望するプロファイルプログラムのワークアウト (INTERVAL--INC、INTERVAL--SPD、INTERVAL--
DUAL) を選択します。

3.  [OK] ボタンを押します。

4.  ユーザーオプションの増加 () または減少 () ボタンを使用して、ベルトの最低速度を調節し、[OK] ボタンを押します。値が承認されると、プロファイ
ルプログラムは、最低速度値がプロファイルプログラムの最低速度になるように調節します。 
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   注 : [INTERVAL--INC] プロファイルプログラムのワークアウトには、ベルトの最低速度のオプションはありません。

5.  ユーザーオプションの増加 () または減少 () ボタンを押して、 ベルトの最高速度を調節し、[OK] ボタンを押します。値が承認されると、プロファイル
プログラムは、最高速度値がプロファイルプログラムの最高速度になるように調節します。

ワークアウト中、必要に応じて、ユーザーはベルトの速度を最高速度設定より上に直接調節することができます。

6.  ユーザーオプションの増加 () または減少 () ボタンを使用して、時間目標を調節し、[OK] ボタンを押します。

7.  コンソールに [READY (準備はできましたか？)] プロンプトが表示されます。

8.  [スタート ] を押して、目標指向のワークアウトを開始します。 

HEART RATE  (心拍数 ) ワークアウトプログラム   
心拍数プログラムでは、ワークアウトの心拍数目標を設定することができます。プログラムは、機器の接触型心拍数 (CHR) センサー、またはチェストストラッ
プ型心拍数モニター (HRM) からの心拍数を BPM (1分間の拍動の数 ) で監視し、選択されたゾーン内に心拍数を維持できるよう、ワークアウト中に速度およ
び傾斜を調節します。

   注 : 心拍数制御プログラムが正しく機能するよう、コンソールは、接触型心拍数 (CHR) センサーまたは心拍数モニター (HRM) から心拍情報を読み取る
ことができなければなりません。

目標心拍数プログラムは、年齢やその他のユーザー情報を使用して、ワークアウトの心拍ゾーンの値を設定します。コンソールディスプレイは、ワークアウ
トを設定するためのプロンプトを表示します。

1.  [HEART RATE  (心拍数 ) ] カテゴリのボタンを押します。

2.  [HEART RATE  (心拍数 ) ] カテゴリのボタンを押して、最大心拍数に対する割合 (FAT BURN 65%または AEROBIC 75%) を選択します。

エクササイズプログラムを開始する前に医師にご相談ください。胸に痛みまたは圧迫感がある場合、息切れまたはめまいを感じる場合は、エクササイズ
を中止してください。次に機器を使用する前に、医師の診察を受けてください。機器のコンピューターが計算または測定した値は、参照値として使用し
てください。コンソールに表示される心拍数は近似値であり、参照値として使用してください。

3.  ユーザーオプションの増加 () または減少 () ボタンを押して最低速度を設定し、[OK] ボタンを押します。 

4.  ユーザーオプションの増加 () または減少 () ボタンを使用して、最高速度を設定し、[OK] ボタンを押します。 

5.  ユーザーオプションの増加 () または減少 () ボタンを使用して、目標の種類を選択し、[OK] ボタンを押します。

6.  ユーザーオプションの増加 () または減少 () ボタンを押してワークアウトの目標値を設定し、[OK] ボタンを押します。

   注 : 目標を設定する際は、心拍数が希望の心拍ゾーンに到達する時間を考慮に入れてください。コンソールには、現在のユーザー設定に基づく心拍
数値が表示されます。

7.  [スタート ] を押して、ワークアウトを開始します。

CUSTOM (カスタム ) ワークアウトプログラム
[CUSTOM (カスタム )] ワークアウトプログラムでは、ユーザーは、各カラムの現在アクティブな傾斜セグメントを調節しながら、「design as you go (当初の設定
を柔軟に変更できる設定 )」が可能です。ワークアウトが終了すると、そのワークアウトは [CUSTOM (カスタム )] プログラムに割り当てられます。

「design as you go (当初の設定を柔軟に変更できる設定 )」オプションに加え、わずかに修正された、完了したワークアウトをカスタムプログラムとして保存す
ることができます。ワークアウトの最後に、コンソールは、カスタムワークアウトとして [SAVE WORKOUT (ワークアウトを保存する )] かどうかをたずねます。[OK] 
ボタンを押すと、ワークアウトが保存され、[CUSTOM (カスタム )] プログラムに割り当てられます。ワークアウトセグメントに加えられた修正はすべて保存さ
れるため、[CUSTOM (カスタム )] プログラムを選択して同じワークアウトを繰り返し行うことができます。

一時停止または停止
ユーザーがワークアウト中に [一時停止 /停止 ] を押すと、コンソールは [一時停止 ] モードになります。 

1. [一時停止 /停止 ] ボタンを押して、ワークアウトを一時停止します。コンソールに [PAUSED (一時停止されました )] と表示されます。

2. ワークアウトを続行するには、[スタート ] ボタンを押します。

  ワークアウトを停止するには、[一時停止 /停止 ] ボタンを押します。 

ワークアウトを終了または完了すると、コンソールに [SAVE WORKOUT? (ワークアウトを保存しますか？)] と表示されます。ワークアウトをカスタムプログラム
として保存する場合は [OK] ボタンを押し、ワークアウトを保存しない場合は [一時停止 /停止 ] ボタンを押します。コンソールに [COMPLETED (完了しました )] 
と表示され、[結果 / クールダウン ] モードが開始されます。

結果 / クールダウンモード
クイックスタートプログラムおよび心拍数制御プログラムを除くすべてのワークアウトには、3分間のクールダウン期間があります。このクールダウン期間中、
コンソールにはワークアウト結果が表示されます。クールダウン期間の残り時間をカウントダウンしながら、コンソールは 2秒ごとにワークアウト結果を繰り
返し表示します。
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   注 : クールダウンの値は、ワークアウト結果値に追加されません。

クールダウン期間中は、歩行ベルトの傾斜設定はゼロに調節されます。クールダウン期間を終了するには、[一時停止 /停止 ] を押します。クールダウン期
間の後、コンソールはさらに 5分間ワークアウト結果を表示します。[一時停止 /停止 ] を押して [結果 ] モードを終了し、[パワーアップ ] モードに戻ります。
コンソールに約 5分間入力がない場合は、コンソールは自動的に [スリープ ] モードに切り替わります。

保守管理 

修理点検作業を始める前に、すべての保守管理指示書をよくお読みください。状況によっては、必要な作業を行うために補助者が必要な場合があります。

定期的に機器を点検し、損傷がないか、修理が必要な箇所はないかを確認してください。所有者は定期的に保守管理を行う責任があります。摩耗や
損傷がある部品は、すぐに修理するか、交換してください。機器の保守管理および修理に、メーカー提供部品以外の部品を使用しないでください。

 警告ラベルがはがれかかっている、判読できない、または貼り付けられていない場合は、ラベルを交換してください。製品を米国またはカナダで購入し
た場合、交換用ラベルについては、カスタマーサービスまでお問い合わせください。製品を米国またはカナダ以外で購入した場合、交換用ラベルにつ
いては、お近くの販売店までお問い合わせください。

! 感電の危険、監視外での機器の使用のリスクを減らすため、お手入れ、保守管理または修理の前は、必ず、壁コンセ
ントと機器から電源コードを抜き、5分ほど待機してください。電源コードは、安全な場所に保管してください。

毎日: 使用前に、必ずエクササイズ機器の部品に緩み、損傷、破損、または摩耗がないかを点検してください。そのような状態の場合は、
機器を使用しないでください。歩行デッキ以外の部品は、摩耗または損傷の最初の兆候が見られた時点で修理または交換してく
ださい。歩行デッキは、両面ともに磨耗するよう考案されています。歩行デッキの片面が磨耗しても、デッキの交換は必要ありませ
ん。歩行デッキを裏返す作業は、有資格のサービス技術者に依頼することをおすすめします。ワークアウト後は、必ず湿った布で機
器とコンソールを拭き、湿気を帯びないようにしてください。

歩行デッキを下げた状態で、歩行ベルトの端が見える場合は、端が見えなくなるまで調整してください。

注: コンソールを過度の湿気にさらさないでください。

毎週: ローラーがなめらかに動作することを確認してください。機器を拭き、ごみ、ほこり、汚れを除去してください。 

危険電圧および可動部品が存在するため、モーターカバーを取り外さないでください。コンポーネントは、認定サービス担当
者、またはNautilus, Inc.が提供する修理手順に従う場合にのみ修理が可能です。

注: 石油系の製品は使用しないでください。

毎月または20時間使
用後: 

すべてのボルトおよびねじが締まっていることを確認してください。必要に応じて締めてください。 

3ヶ月ごと: または25時間使用後 - 純度100%のシリコン潤滑剤 (付属品ではありません) を歩行ベルトに塗布してください。

シリコン潤滑剤は食用ではありません。お子様の手の届かない場所に保管してください。安全な場所に保管してください。

 注記 :   機器のお手入れに石油系溶剤または自動車用洗浄剤を使用しないでください。コンソールが湿気を帯びないようにしてください。

お手入れ

!
感電の危険を軽減するため、お手入れ、保守管理または本機器の修理を行う前は、必ず電源コードを抜き、 
5分間待機してください。

使用後はトレッドミルを拭き、清潔かつ乾燥した状態に保ってください。必要に応じて、刺激の少ない食器用洗剤を使用して、ベルト、塗装部品およびディ
スプレイから汚れや塩分を取り除いてください。 

 注記 :    機器またはコンソールの仕上げ面の損傷を防ぐため、石油系溶剤で拭かないようにしてください。コンソールに過度の湿気を与えないよう
にしてください。

ベルトの張りを調節する
使用中に歩行ベルトが滑り出したら、張りを調節する必要があります。トレッドミル後部に張り調節ボルトがあります。
1.  ベルトの張りを調節する前に、[スタート ] ボタンを押してトレッドミルを起動させてください。
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歩行ベルトに触れたり、電源コードを踏んだりしないでください。製品の修理点検中に、第三者やお子様が近づかないようにしてください。

2.  六角レンチ (6mm) を使用し、ベルトが滑らなくなるまで、左右のベルト調節ボルトの内、まず一方のボルトを、次にもう一方のボルトを時計回りに 1/2
回転させます。

3.  左右のボルトをそれぞれ 1/2回転ずつ調節したら、ベルトの滑りが止まったかどうかを点検します。依然としてベルトが滑る場合は、手順 2および 3を
もう一度繰り返します。

一方のボルトのみを多く回転させた場合、ベルトはトレッドミルのサイドから離れてしまい、もう一度位置合わせをしなければならない可能性があります。

 注記 :   ベルトの張りが強すぎると、ベルト、モーター、電子機器に不必要な摩擦や磨耗を引き起こします。

4.  [一時停止 /停止 ] ボタンを 2回押して歩行ベルトを停止し、クイックスタートワークアウトを終了します。

歩行ベルトの位置を合わせる
歩行ベルトは、必ずトレッドミルの中央に配置してください。走り方または平らな面に設置されていない場合など、ベルトが中心からずれる可能性があります。
ベルトが中心からずれる場合は、トレッドミル後部の 2つのボルトを微調整する必要があります。

1.  [スタート ] ボタンを押して、歩行ベルトを始動させます。

歩行ベルトに触れたり、電源コードを踏んだりしないでください。製品の修理点検中に、第三者やお子様が近づかないようにしてください。

2.  ト レ ッ ド ミ ル の 後 方 に 立 ち 、 ベ ル ト の 移 動 方 向 を 確 認 し 
ます。

3.  ベルトが左側に寄る場合は、左のベルト調節ボルトを時計回りに 1/4回転させ、右のベルト調節ボルトを反時計回りに 1/4回転させます。

  ベルトが右側に寄る場合は、左の調節ボルトを反時計回りに 1/4回転させ、右の調節ボルトを時計回りに 1/4回転させます。

4.  ベルトの軌道を約 2分間観察します。歩行ベルトが中央に配置されるまで、ボルトの調節を継続します。

5.  [一時停止 /停止 ] ボタンを 2回押して歩行ベルトを停止し、クイックスタートワークアウトを終了します。

歩行ベルトに潤滑剤を塗布する
お使いのトレッドミルには、保守管理にあまり手のかからないデッキおよび
ベルトシステムが装備されています。歩行ベルトにはあらかじめ潤滑剤が塗
布されています。ベルトの摩擦は、機器の性能および寿命に影響する可能性
があります。3ヶ月ごとまたは 25時間使用後のいずれか早い方で、ベルトに
潤滑剤を塗布してください。トレッドミルを使用していない場合でも、シリコ
ンは消耗し、ベルトは乾燥します。最良の結果を得るために、以下の手順に
従い、定期的にデッキにシリコン潤滑剤を塗布してください。

1.  電源スイッチで機器の電源をオフにします。

2.  トレッドミルの電源コードを壁コンセントから抜き、トレッドミルからも
電源コードを抜きます。

!
感電の危険を軽減するため、お手入
れ、保守管理または本機器の修理を
行う前は、必ず電源コードを抜き、 
5分間待機してください。電源コードは、安全な場所に保管してください。

 注 :  トレッドミルが手入れしやすい場所に配置されていることを確認してください。

3.  ベルトの下のデッキに潤滑剤を数滴塗布します。慎重にベルトを持ち上げ、ベルト幅全体に潤滑剤を数滴塗布します。ベルトの下のデッキ全体にシリ
コン潤滑剤の薄い層を作ります。 

 注記 :   必ず純度 100%のシリコン潤滑剤を使用してください。WD-40®などのディグリーザーは、性能に深刻な影響を与える可能性があるため使用しない
でください。以下のご使用をおすすめします。

   • 工具店や自動車部品店で入手できる純度 100%のシリコン。
   • お近くのフィットネス専門店または Nautilus, Inc.から入手可能な Lube-N-Walk®トレッドミル潤滑キット。

シリコン潤滑剤は食用ではありません。お子様の手の届かない場所に保管してください。安全な場所に保管してください。

6mm
6mm
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4.  ベルトの長さの半分程度を手動で回転させ、もう一度潤滑剤を塗布します。

スプレータイプの潤滑剤を使用する場合は、機器の電源を投入する前に、エアゾールが消散するまで 5分間待ってください。

5.  電源コードをもう一度機器に挿し込み、次に壁コンセントに挿し込みます。

6.  電源スイッチで機器の電源をオンにします。

7.  機器の片側に立ち、ベルトを最低速で始動させます。約 15秒間ベルトを動作させます。

歩行ベルトに触れたり、電源コードを踏んだりしないでください。製品の修理点検中に、第三者やお子様が近づかないようにしてください。

8.  機器の電源をオフにします。

9.  余分な潤滑剤をデッキから除去します。 

足を滑らせる可能性を減らすために、デッキにグリースや油分が付着しないようにしてください。機器の表面の余分な油分は拭きとってください。

フィットネス機器を使用していると、設定された時期に [LUBRICATE BELT (ベルトに潤滑剤を塗布してください )] → [REVIEW USER MANUAL (取扱説明書を確認
してください )] の順にコンソールに表示されます。これはリマインダーです。点検スケジュールに追加してください。必要な場合にのみ、潤滑剤を塗布して
ください。いずれかのボタンを押して、リマインダーを受け取ってください。
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